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国
内
唯
一
の
膜
工
学
研
究

拠
点
で
、
神
戸
大
学
の
一
般

社
団
法
人
で
あ
る
先
端
膜
工

学
研
究
推
進
機
構
は
こ
の
ほ

ど
、
第
11
回
Ｍ
Ｂ
Ｔ
Ａ
（
メ

ン
ブ
レ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
＆

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ア
カ
デ

ミ
ー
）
を
同
大
学
で
新
設
さ

れ
た
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
施
設
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
科
卒
業
生
の
活

躍
」
で
、
同
科
博
士
課
程
後

期
課
程
第
１
期
生
の
２
人
の

講
演
や
質
疑
応
答
・
討
論
が

行
わ
れ
、
関
係
者
ら
合
計
約

60
人
が
聴
講
し
た
。

冒
頭
、
松
山
秀
人
・
同
機

構
長
（
神
戸
大
学
先
端
膜
工

学
セ
ン
タ
ー
長
）
は
「
研
究

科
で
学
ん
だ
知
識
な
ど
を
実

践
し
、
第
１
期
生
が
所
属
企

業
に
お
い
て
、
先
端
膜
や
バ

イ
オ
技
術
な
ど
の
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
の
は
嬉
し
い
限

り
。
今
後
の
業
務
の
参
考

に
」
と
あ
い
さ
つ
。

北
河
享
・
同
科
特
命
教
授

は
、
Ｍ
Ｂ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
開

発
膜
の
社
会
実
装
を
想
定

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
考
え
方
と

膜
技
術
発
展
の
方
向
性
な
ど

に
つ
い
て
、
２
０
２
２
年
度

か
ら
議
論
し
て
お
り
、
Ｒ
Ｏ

膜
開
発
秘
話
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
て
き
た
と
紹
介
し
た
。

続
い
て
、薮
野
洋
平
・
ク
ラ

レ
倉
敷
事
業
所
ア
ク
ア
開
発

部
商
品
開
発
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
が
「
膜
分
離
技
術
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
創
造
性
」

と
題
し
て
講
演
。
高
透
水
性

と
高
濁
度
対
応
を
追
究
し
た

水
処
理
膜
の
製
品
化
で
得
た

体
験
談
を
述
べ
な
が
ら
、「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
は

創
造
性
と
事
業
化
と
と
も

に
、
社
内
外
で
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
新
価
値
の
創
造
が

必
要
」
な
ど
と
持
論
を
展
開

し
た
。
疋
田
真
悟
・
三
菱
ケ

ミ
カ
ル
事
業
戦
略
部
戦
略
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
講

演
「
水
処
理
に
お
け
る
事
業

戦
略
視
点
で
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
考
え
る
」で
は
、在

学
中
に
戦
略
論
な
ど
経
営
系

の
知
識
も
学
び
、
卒
業
後
は

研
究
を
継
続
す
る
大
事
さ
を

感
じ
た
と
説
明
。「
世
界
の

水
処
理
市
場
は
今
後
も
伸
び

る
見
通
し
で
、
新
し
い
膜
へ

の
期
待
も
高
く
、
新
し
い
課

題
に
新
し
い
材
質
・
技
術
で

解
決
し
て
い
く
姿
勢
を
」
な

ど
と
ま
と
め
た
。

モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
蔭
山
広

明
・
同
科
教
授
、
パ
ネ
リ
ス

ト
を
講
演
者
２
人
が
務
め
た

質
疑
応
答
・
討
論
で
は
、「
あ

る
程
度
の
技
術
特
化
も
必

要
」「
研
究
で
は
多
数
の
技

術
の
組
み
合
わ
せ
の
発
想
が

重
要
」な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

疋田氏 薮野氏

研
究
科
卒
業
生
２
氏
が
講
演

製
品
開
発
や
戦
略
な
ど
体
験
談

先

端

膜

研
究
機
構




